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１．授業の概要 

（１）受講者 

この科目は教員免許状取得のための必須科

目である。学校教育教員養成課程初等教育コー

スの１回生を主な対象とするクラスとして開

講された。履修登録者数は109名である。 

 

（２）授業の目的・到達目標・関連するDP 

本授業の目的は、すぐれた教員として必須の

力量を身につけるため、教育に関する社会的、

制度的又は経営的事項についての基礎理論を

理解し、改革の動向を主体的に把握することが

できるようになるということである。  

 授業の到達目標は、次の２項目である。  

１）教育の社会的、制度的又は経営的な事

項についての基礎知識を習得し、それらに関

する基礎概念を正確に説明できる。 

 ２）今日の教育改革の動向を自ら正確に把

握し、それらの意義・効果・問題点を主体的

に考え、それを分かりやすく論述・表現でき

る。 

本学部のディプロマ・ポリシー（DP：卒

業時の到達目標）のうち関連する項目は、「教

育と教職に関する確かな知識と、得意とする

分野の専門的知識を修得している。（知識・

理解）」及び「教育現場で生じているさまざ

まな現代的諸課題について、専門的な知見を

もとに、その対応方策を理論に基づいて総合

的に考え、その過程や結果を適切に表現する

ことができる。（思考・判断・表現）」を想

定している。  

 

（３）授業概要  

 まず、生涯教育・学習の視点から、教育の

全体的構造（フォーマル、ノンフォーマル、

インフォーマルな教育）の中に学校教育を位

置づけ、他の教育部門（社会教育、家庭教育）

との対比を通してその特質を把握する。次に、

教育システムの諸機能、教育に関する法規定

及び学校安全について検討する。続いて、学

校の成立と歴史的多様性、学校体系の歴史的

変遷についての理解を図る。さらに、生涯学

習社会の構築という改革の動向を理解する

と共に、生涯学習社会における学校の役割、

学校と地域との連携の在り方について考え

る。 

 

（４）授業の方法・形態  

対面授業が可能な場合、配付資料や板書を

用いた講義形式中心の授業であるが、視聴覚

教材や、発問、受講者の意見発表等を一部取

り入れている。加えて、受講者との双方向性

を確保するとともに、受講者における授業内

容の理解・定着や思考の深化を促す手立てと

して、毎回授業の最後に、コメント（振り返

り）カードへの記入を求め、優れた記述等を

紹介している。また、授業時間外に図書館等

を利用した自己学習・発展的学習を行った成

果をコメントカードに記入・報告することを

奨励している。その記述内容も含め、コメン

トカードの記述は、評価の対象としている。 

 今年度も新型コロナウイルス感染拡大の

ため、本クラスは受講者数が多いことを考慮

し、対面授業を実施したのは11回目の１回だ

けで、他の回はMoodleを利用した遠隔非同期

型で実施した。上記のコメントカードへの記

入は、遠隔授業では、授業コメント（小レポ

ート）というかたちで、毎回提出を求めた。 

 

２．授業評価の方法 

最終１５回目の遠隔授業のなかで、次のよう

な２つの質問に答えるかたちで記述を求め、受

講者による授業評価を実施した。 

 

「この授業の第１回から前回までの内容を

よく振り返り、復習した後、次の２つの質問に

答える形で、まとめの授業コメントを記述して

ください。 

（質問１）①この授業を通して学ぶことができ

たこと、考えが培われたと思えることは、どの

ようなことですか。②また、そうした成果を生

かして、今後教職を目指すうえで、あるいは教

師として、取り組んでいきたいことを教えてく

ださい。いずれも、具体的に分かりやすく記述

してください。 

（質問２）授業でよかった点、あるいは、こう

改善するとよいというご意見を、記述してくだ

さい。」 



３．結果 

本稿では、授業に対する受講者の評価をより

直接的に尋ねた質問２を中心に結果を示す。質

問１については、次の１例を挙げるに留める。 

（質問１） 

〈① 学べたこと、②今後取り組みたいこと〉 

①この授業を通して学校教育の構造，そして

求められる変化について学ぶことができたと考

える。一番大きな変化だと感じたことは従来の

学歴社会ではなく現在は生涯学習に重きを置か

れるようになったということである。これによ

って学校は知識を詰め込む学習を進めるのでは

なく，一生涯を通じて学習を続けるその土壌づ

くりにも取り組む必要が生まれた。具体的には，

学校で習得できる知識のみで完結するのではな

く，社会に出たのちも活用できる学習を推進す

ることである。例えば，英語などは一生涯を通

じて学ぶことができ，なおかつそれを活用でき

る場面も多いし，郷土史について学ぶことで現

在の地域に存在する問題点について学ぶことが

できる。これによって退職後も地域問題の解決

にボランティアなどの活動で貢献することがで

きる。今現在もこのような生涯学習に取り組ん

でいる社会人，またはリタイア後の方はたくさ

んいる。これまでの学校のみで学習を終えて社

会に出て退職したのちは悠々と過ごすという方

は減ったとは思うが，これからは今以上に生涯

学習に取り組む人を増やせるような環境づくり，

土台作りをしていく必要があると考えた。  

②①を踏まえて私が今後取り組んでいきたい

こと，そして教師になったのちに取り組むべき

ことは学校外での活動の場を増やしていくこと

（具体的には在学中であればボランティア活動

であり，教師になったときには地域との関係づ

くりである）である。生涯学習の基盤となるの

は地域のコミュニティであると考える。退職後

に大学に行って学ぶ人もいるが，それは決して

簡単なことではないし，経済的な理由でできな

い人もいる。だから身近なところに年齢関係な

く学びを提供できる場所をつくっていくことが

重要だと考える。それぞれの地域に英語を学べ

る場を作ること，地域問題の解決のための勉強

会を開くこと，そしてその解決に向けたボラン

ティア活動をサポートすること。これらに学校

が，そして教師となったときに自分自身も積極

的に企画，参加していくことが非常に重要にな

ると考えた。その中に子供も参加することで，

将来自分がしていく学習についてイメージをつ

かむことができたり，年齢関係なく学ぶ場を提

供するという目的達成にも貢献出来たりすると

考える。 

（質問２） 

〈授業でよかった点〉（＊抜粋） 

・良かった点は、日本だけでなく外国と比較して教

育を捉えていたこと、分かりやすい言葉の表現で書

かれていたこと、課題の量が適切であったことであ

る。  

・この授業はノートを用意し、板書から自分の考え

までノートに記載することが求められた。ノートに

板書をまとめたり、自分の意見を考えて書いたりす

る作業はインプットしたものをアウトプットする

のにかなり役立った。本来であれば、対面授業を行

う科目であったと考えるが、遠隔授業でも学べるこ

とは多く、非常に勉強になった。  

・資料が綺麗にまとまっており、見やすかったです。

そのおかげで内容も頭に残りやすかったように思い

ます。特に終盤の授業内容がとても印象的で面白か

ったです。国際関係に興味があるので、自国のみな

らず他国の教育制度を学習できたので、とても良い

機会になって嬉しかったです。  

・大学一年生の未熟な “学校 ”や “教育 ”といった概念

を正しく壊していただき、教員としてのより広い視

点を得ることができました。また、歴史や制度につ

いて触れていく中で、自分自身の考えを深めていっ

たり正したりすることができたことも非常に大き

な収穫だと感じています。 

・授業で学んだことと、自分の考えや経験と重ねて

考える活動が良かったと思う。学習前と学習後で自

分の考えがどのように変化したのかをする
マ マ

ことがで

き、興味深かった。改めて、自分で考えるという過

程が学習において重要だということを感じた。また、

資料を読むだけでなく、自分でノートにまとめる作

業があることで理解が深まったと思う。  

・課題を出した後にしっかりとフィードバックが返

ってきたのが良かった点であると感じました。･･･

自分がやった課題に対しての評価が可視化される

ことで、次の課題に生かすことができました。 

・授業講義内容が毎回まとめられていて、非常に見

やすかったし、課題の中で「調べる」ことを行うこ

とで自分の中の知識をさらに深められた。  

・蓄積型なので、何度も復習することができ、授業

全体の内容を相互に関連付けて学ぶことができたと

ころが良かったと感じた。  

・対面授業が少なかった分，自ら「主体的に」興味

関心の芽をみつけ，それらをより成長させていく態

度が重要であったと感じており，まさに，生涯教育

において必要な「主体的な学びの態度」であると理

解していた。したがって，学習者が学習の中心にな

るという側面からも，この授業の実施形態と内容は

関連しており，自分自身の学びの態度を省察できる



という点でよかったと感じている。  

・私たちのレポートに対してレスポンスをいただけ

たことがありがたかった。いただいたレスポンスか

らまた新たな発見が生まれたため、よい学びになっ

たと思う。また、授業内容に関しては、様々な事例

を知ることができてよかった。例えば、ドイツの学

校教育制度では小学校から留年制度があるというこ

とを知って、様々な考え方があるということがわか

り、日本とも比べやすかった。  

・この授業の良かった点は、授業資料が見やすいと

いう点である。また、資料だけではなく Moodle 上

にまとめが書いてあったり、前回の授業のコメント

に対する新しい情報が書かれてあったりしたことが

すごく良いと思った。 また、穴埋め方式のプリント

が用いられているときがあったため、良いと思った。

穴埋め方式のプリントは取り組みやすく記憶にも残

りやすいと感じたため、良いと思った。  

・授業資料だけでなく、ムードル上に分かりやすい

解説文や考えを深めるための手掛かりとなる文があ

るのが、 授業の内容をより深めることができてよか

った。  

・授業で良かった点は資料が簡潔にまとめられてい

て、わかりやすかったことだ。また、ＰＤＦファイ

ルで送っていただいていることで、キーワード検索

によって自分が今知りたいことを簡単に探し出すこ

とができ良かったと思う。対面でなかったことが非

常に残念だが、中身が結構重たいものだったので、

家でじっくりと復習する機会もでき、深い学習とな

ったと感じている。  

・オンライン授業という点で資料が与えられていて

じっくり考える時間があったのが良かったし、課題

で、学んだことを言語化してインプットすることが

できたのが良かった。文字数もちょうどいい量だっ

たのでとてもやりやすかった。  

・前回の授業コメントで多く取り上げられていた内

容について次の授業で詳しく説明していただき、学

びを深める良い機会づくりになった。また、学習作

業についても詳しく書かれていたので、スムーズに

活動を行うことができた。  

・授業を通して、多角的な視点から教育制度や指導

法の在り方について学ぶ取り組みは非常に面白く感

じた。特に、現代教育と発展だけでなく、現代の教

育制度が築き上げられてきた過程を学んだことは、

知らないことも多くあったと同時に、現代の教育の

システムの理由や有効性を学ぶことが出来た。また、

専門的な意見や様々な文献から学ぶことが出来た事

で、一つの分野に対して多種多様な考え方から学ぶ

ことが出来た点は非常に良かったと思う。  

〈改善点についての意見〉（＊抜粋） 

・一度対面授業を経験しましたが、やはり対面授業

の方が理解が深まって、授業が面白いと感じること

ができました。感染状況が悪化していたため学校で

の授業は難しいだろうなとは思っていましたが、で

きることならもう少し対面授業をしたかったなと思

います。法令などについては、キーワードに線が引

かれていたり、穴埋めになっていたりと、わかりや

すかったです。Moodle の画面で、大事なところが

太字になっていてわかりやすかったですが、太字の

部分が多すぎて逆に読みにくいときがありました。  

・教育制度論は履修している人数が多くて対面です

ることが難しかったのが少し残念でした。授業の補

足で Moodle 上にたくさん文章が書いてあったの

が、少し読みづらかったので資料のように Word や

PDF で添付していただくともっと分かりやすくな

ると思いました。  

・対面授業だと聞ける豆知識などもあると思うので、

その点はもっと知りたかったと思いました。  

・改善点についてはそれほどないけれど、コメント

提出の代わりに毎回小テスト (Moodle で数問、選択

式でなど)を行ってもいいと思いました。感想と言わ

れても難しい内容の授業もあったし、小テストで自

分の頭に入っているかを確かめたりしたかったから

です。 

・資料の分量が週によって大きく異なり、それによ

って、取り組む学習時間も変わったため、できるだ

け分量を同じにするか、期日を調節するなどして、

週当たりの勉強時間が一定になればよいと思った。  

・ムードルでの非同期型遠隔授業の際、資料の配布

だけで講義動画がなかったと思うので、動画で先生

が詳しく解説することでより理解が深まったり興味

が湧くと思った。  

・対面での授業は、オンライン授業より、授業への

意欲が湧いた。オンライン授業（非同期）だと、講

義資料が多い場合、集中力が途切れることが多々あ

った。講義を動画にしてもらえると授業を直接受け

ている感覚がして、  集中力が保てると思う。また、

受講者コメントをまとめて Moodle に提示すること

で、考えを深めることができると思う。  

・改善点としては、法律の回で穴埋めになっていた

が確かにそうすることで法令を自分で調べはするが

逆に無意識ではあるが穴埋めに意識がとらわれてし

まった。私たちは穴埋めがなくても授業資料をしっ

かり読むし為になると思ったら自分から読もう、深

掘りしようと思うので穴埋めは必要ないかなと思う。 

・基本的に遠隔非同期であったため、プリントを中

心とした学習でしたが補助説明プリントや授業コメ



ントなどがあったため、振り返りが行いやすく、分

かりやすい授業でした。改善点としては振り返りを

授業コメントだけでなく「授業コメント＋授業内容

の小テスト」などにしてもう少し評価するものを増

やしても良いと思います。  

・改善すると良いと思った点は、個人の授業コメン  

トに点数をつけるだけではなく、フィードバックと

してコメントも頂けると良いなと思った点である。

満点がとれなかったコメントは、どの部分を改善す

ればよかったのかなどということを伝えていただけ

ると、次回からのコメントに役立てることができる

のではないかと思った。また、自分のコメントの良

かった点も伝えていただけると良いと思った。  

・資料だけでも理解できたが、やはり対面授業での

授業内容の方が印象に残っているので、非同期授業

でも資料の配布だけでなく授業動画を作成していた

だけたらもっと知識が身に付きやすかったのではな

いかと感じた。  

・字の濃さや、色、下線があったので重要なところ

が分かりやすかったです。 ところどころ授業資料内

で先生の話し言葉で説明してくださったところがあ

ったことで、さらにわかりやすかったのですが、ど

の部分を板書したらいいのか少しわかりにくいなと

感じたことがあったので、第一回資料のようにお手

数ですが板書の部分を四角等で囲んでいただけたら

幸いです。  

・この講義では、オンラインでありながら、多くの

情報を得て、自身の考えを振り返るという活動が出

来た講義であった。十分に満足できる講義であった。

ここに、さらなる改善を求めるとすれば、意見の共

有が出来るとなおよいと思う。大学の講義のほとん

どがオンライン授業の中で、すべての講義を一人で

考察することになってしまった。他者と意見交換す

る機会や、他者の意見を知る機会があれば、さらに

考えを深めることが出来たように思う。  

・最初の方の授業はノートに書き写す部分の指示が

あったが途中から指示がなくなったのでどこを写せ

ば十分であったかがわからなかった。  

 

４．結果の考察と授業改善について 

昨年度に続き今年度も、新型コロナウイル

ス感染拡大による様々な制約のもと、本授業

は、対面授業を実施できた１回を除き、遠隔

非同期型で実施した。筆者は、Moodle の使い

方をはじめ、遠隔授業にも少しは慣れてきた

とはいえ、まだまだできることも限られ、お

ぼつかないというのが実状である。  

授業改善の取組としては、今回も、授業資料

の改訂及び追加作成を行った。また、提出され

た授業コメント（小レポート）の取り扱い方に

ついて、各受講者への評定点の通知や、記述内

容に関するクラス全体へのフィードバックの

改善、充実を図った。その際、本授業は受講者

数が多いため、ティーチング・アシスタント（TA）

を務めていただいた院生さんのご協力を得ら

れたことが、大変ありがたかった。TA さんに

提出物をチェックしてもらい、評点や記述内容、

質問等について報告を受けた後、評定やフィー

ドバック、対応の仕方を相談した。  

幸い前掲のアンケート結果からは、課題に対

する評価のフィードバックや記述内容に対す

るレスポンスについて、肯定的に評価されてい

ることが分かる。しかし、点数だけでなく、改

善すべき点や良かった点についても、個々に伝

えてほしいと希望する記述もあった。  

遠隔授業であっても、対面授業と同様に、授

業内容を少しでも定着させてほしいという思

いから、文章をただ眺めるだけではなく、手も、

さらに頭も動かしてもらおうということで、各

自ノートを取るよう呼びかけてみた。何をどう

筆記するのか頭を使う必要が生じるからであ

る。アンケート結果から、これが意外に効果的

であったようだ。これに関連して、ノートを取

る際の手助けにもなるかと、最初は対面授業用

の板書案も活用し、資料に掲載してみた。とこ

ろが、ノートに書き写す部分を毎回示してほし

いという希望を目にし、あるいはこれは逆効果

であったかもしれないと、悩ましく思われた。 

アンケートに寄せられた改善点としては、対

面授業が少なかったことについての記述や、遠

隔授業の場合、授業動画の活用を希望する声も

あった。また、受講者コメントをまとめて

Moodle 上に掲載すれば考えが深まるのではな

いかという意見や、他の受講者との意見交換の

機会を求める記述があった。定着度を確認する

小テストを取り入れてはという提案もあった。 

穴埋め形式を取り入れた授業資料があった

ことについては、効果的であったとする意見と、

必要ないとする意見の両方があった。  

寄せられた指摘や提案については、さらによ

く検討させていただき、可能なものは、今後取

り入れてみたい。  

コロナ禍の中で受講し、回答してくださった

受講者のみなさんに感謝するとともに、アンケ

ートの結果を活かして、引き続き、授業改善に

努めていきたい。  


